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 ２月１８日、全校生徒の３分の１以上に相当する約１７

０名が参加し、高齢者宅の除雪のお手伝いをする「除雪

ボランティア」を行いました。この活動は、本校生徒会の

「地域住民と協力し合える生徒会活動を行う」という活

動方針の一環として一昨年度から始めたもので、今回

が３回目となります。当日は町内会長様のご挨拶のあ

と、１０のグループに分かれて、地域の道路や保育所、個

人のお宅などの１４件を除雪。保育所や高齢者の皆様からは多くの感謝のお言葉をいた

だきました。参加したある生徒は、「除雪の大変さがわかった。笑顔で喜んでもらえたので、

機会があったらまたやりたい」と話してくれました。 

第１０期生 進路状況 
 本年度の進路状況は、人数は

例年並みですが、上智大学、同

志社大学といった難関大学に合

格者を出したこと、また看護学校

に例年より多くの合格者を出し

たことが10期生の特徴といえま

す。具体的には右のとおりです。 

(3/22 現在) 

区 分 人数 主な進路 

国公立四大    29 北教大旭川校、小樽商大、室蘭工大 

私立四大  208 上智大、同志社大、専修大、日本大 

私立短大    19 上智大学短期大、旭川大学短期大 

看護学校    58 道旭川看護、富良野看護、滝川看護 

専修学校    48 旭川調理師、旭川医療情報、旭川歯科 

公務員    23 北海道行政職員、留萌市役所、北海道警察 

民間就職      5 兼松コミュニケーション 

１ 本年度の重点目標

(1)授業改善を図り、生徒の意欲を引き出し、確かな学力の向上を図る 。。
(2)キャリア意識を高め、主体的に科目選択に努め、第一志望の進路実現を図る。
(3)規範意識を高めるとともに、いじめ事故根絶に努め、命を大切にする心の育成を図る。

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

学習指導 ・コロナ禍により臨時休業期間等があった ・コロナ対策を行いながらの取り組みで
が、夏季休業の短縮や行事の見直し等で 大変だったと感じている。進路状況や
授業を確保し、必要な学習指導は行うこ アンケート結果から、総合学科の特色
とができた。 を生かした取組が学力向上やその成果

・授業改善をさらに進めるため、観点別評 に結びついていることが良く理解でき
価の校内研修を行うなど、学校全体で共 る。
通理解を図ることができた。

改善方策 ・総合学科の利点を活かした「旭川南高校だからこそできる教育」を実践するため、今
後も授業改善や探究心・表現力等を育成するための「課題研究」の工夫改善を図り、
「主体的・対話的な深い学び」の推進に努める。

生徒指導 ・保護者、地域、関係機関と連携・協力を ・生徒たちの笑顔としっかりとした挨拶
図りながら、全教職員の共通理解の下、 に好印象を持っている。
円滑に指導ができている。 ・特に交通安全指導については、今後も

・今後もネットトラブル防止に向け、生徒 継続した指導をお願いしたい。
。が主体的に取り組む活動を継続していく

、 、改善方策 ・管内でも高校生の自転車事故が増加傾向にあるので 乗車ルール・マナー等について
あらゆる機会を捉えて、注意喚起を図っていく。今後も学校全体で社会につなげる礼
儀・マナー・規範意識の育成に努める。

進路指導 ・進路実現のため、日常的な学習習慣の確 ・保護者の大半が肯定的な意見を持って
立が必要である。 いるので、先生方の熱心な指導がなさ

・ 総合的な探究の時間」や講習の在り方に れていると感じる。「
ついて、関係分掌や年次と連携を深めて ・夢や目標を前向きに捉えた進路指導を
いく必要がある。 望みたい。

改善方策 ・講習、模試等の目的や効果の検証や年次・教科・分掌間の連携の推進を図っていく。
今後も、時宜にかなったキャリア教育と進路情報の公開や、保護者への情報提供によ
、 、 。り 生徒の進路意識を向上させ 一人一人の進路実現につなげていくよう努めていく

令和２年度 学校評価 



 大城  雅則  教諭  【情報】士別翔雲高校へ 
物凄く短く感じた南高で 
の10年間でした。苦しい
ことや辛いことがありま

したが、皆さんの笑顔にい

つも励まされました。あり

がとうございます。これま 
でたくさんの生徒や先生方、保護者の皆様方に支

えられました。本当に感謝の気持ちでいっぱいで

す。最後に生徒の皆さん、自分の目標や夢に向か

って最後まで諦めず頑張ってください。これから

もずっと応援しています！南高、大好きです！ 

 髙石   望  主幹教諭  【英語】旭川藤星高校へ 
「少年老い易学成り難し」という故事成句がある。この年になっても、私には学問を学ぶ

ことは終わらない。だが、年月はどんどん過ぎ齢を取ってゆく。キミたちは若い、若いが

あっという間に青春の時は終わってしまう。限りある若い時間をぜひ様々な学びに使っ

てほしい。学んだことは必ずや、キミ自身の人生を彩る大きな力となり、更なる学問の場

へといざなってくれるはずだ。学びは終わらない…これからも学び続けてほしい。 
 

 

 佐藤  亜矢  教諭  【英語】旭川永嶺高校へ 
１回目の育休復帰と同時にこち

らに着任したのが2010年の春。
それから11年間（２回目の育休
３年含む）お世話になりました。

３児の母となり 
バタバタしつつも、7期生と10期生で２回担任を持
ち卒業生を送り出したのが一番の思い出です。生徒

たちに刺激を受けながら、充実した日々を過ごすこ

とができました。高校生活は短いですが、驚くほど

成長できる３年間です。ぜひ色んな事にチャレンジ

し視野を広めて下さい。ありがとうございました。 

 馬場  克孝  実習助手  旭川養護学校へ 
十年後、二十年後、さら 
にその先と、みなさんが生 
きていく社会は、よりグロ 
ーバルで、今までの常識が 
通用しないこともある変化 
が著しく早い時代です。しかし、変化に対応する

情報は皆さんの周りに溢れています。情報を集め、

自分の頭で考え、今を一生懸命生きてください。

みなさんとの何気ない会話や、笑顔に元気づけら

れ、とても幸せな二年間でした。これからも、み

なさんのことを応援しています。ありがとうござ

いました。 

 平川  有紀  教諭  【国語】上ノ国高校へ 
大学４年生の３月、旭川南高

校が赴任先だと告げられた

のがつい昨日のことのよう

です。９期生の副担から始ま

り、１０期生の担 
任として過ごした４年間という日々は、生涯忘れら

れない、忘れたくない思い出ばかりです。やっぱり

春は好きになれそうにありません。旭川南高校での

全ての出会いに感謝するとともに、皆さんの活躍を

心より願っています。４年間本当にお世話になりま

した。ありがとうございました。 
 

 浜出  享里  教諭  【英語】深川西高校へ 
先日、ある女子生徒が

「先生の授業を受け

て、関係代名詞がわか

りました」と言ってく

れました。とてもうれ

しい言葉です。 
これからも、生徒の「できた！」「わかった！」

の声を聞くために頑張ります。 
 短い間でしたが、生徒の皆さんとの関わりは、

私の大切な宝物です。ありがとうございました。 

 沢口   聡  教諭  【数学】滝川高校へ 
総合学科 2 年目の 2010 年から勤務させていただきました。楽しく学校生活を送

り、授業や講習で一緒に数学にとり組むことができました。また、６・９期生の２

回、担任を持たせていただきました。生徒たちは、南高祭・体育大会等の行事と部

活動、そして、毎日の勉強にいつも全力投球してくれました。南高には、たくさん

のチャンスがあります。それをきちんと活かし、人生にプラスとなる充実した学校

生活を送って下さい。1１年間、お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 松代  峰明  教諭  【国語】旭川龍谷高校へ 
この四カ年がわたくしにど

んなに楽しかったか 
わたくしは毎日を鳥のやう

に教室でうたってくらした 
誓って云うがわたくしはこ

の仕事で疲れをおぼえたこ

とはない 
（宮沢賢治 「生徒諸君に寄せる」より） 
 生徒の皆さんが、南校での学びを糧に、自分の人生

を切り開いて行けることを願っております。 
 

 

 

柴田  篤史  主任主事  東町小学校へ 
事務室での生徒の皆さんとのやりとりの中 
から、「元気で素直な子が多いなあ」と正直 
感じてました。誠実さや素直さは今までも 
これからの人生においても、周りの色々な人を繋ぎ信用信頼関係あるい

は、コミュニケーション力を高める元になるものだと思います。 今後も

その力を培い様々な体験を通し、皆さんが成長される事を願って最後の

メッセージとさせていただきます。３年間、ありがとうございました。 

 田村  滋朗  事務長   
札幌厚別高校へ 

皆様お元気で。 
 
ご機嫌よう、 
 
さようなら。 

 岩城  祐司  教諭  【地歴公民】羽幌高校へ 
高校時代に『不確実性の時代』と

いう本が世界的なベストセラー

となっていました。『不確実性』

は発生確率が不明で計算できな

い状況であり、対処法があり結

果を予測できる「リスク」とは全

く違う状態です。早くコロナが

「リスク」となるように祈りま

す。 

 北川  里絵  教諭  【理科】 

岩見沢緑陵高校へ 
1年間楽しく一緒に過ご
すことができました。勉

強や様々な活動にひた

むきに、そして積極的に

行動する南 
高生の姿が印象に残っています。南高便りの取材を

通して、皆さんのそんな姿に触れられて、嬉しく思

いました。今しか無いこの時を精一杯過ごして、道

を切り開いていってください。ありがとうございま

した。 

田苗 隆男 校長 東川高校へ  
高校卒業後４０年ぶりに旭川に戻り、最後の奉職を母校で終えられることを大変うれ

しく思います。生徒の皆さんが私の後輩にあたり、その後輩たちが一生懸命に努力す

る姿を見せてもらい素晴らしい毎日を過ごせました。また保護者の皆さんの中にも昔

の私のことを覚えていらっしゃる方もいて、改めて地元に帰ってきたと感慨深いもの

がありました。今後も本校のさらなる躍進、活躍を期待し同窓として出来うる支援を

していきたいと思います。お世話になりありがとうございました。 
 


